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ＰＲポイント
① MMSでマンホール蓋の画像を収集することにより、従来の手法に対して,同一期間内
及び同一費用にて、より多くのマンホール蓋を調査可能。

➁ AI解析することで属人的な判断が減少することや人件費が削減される。
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取組みに関するエピソード
ＭＭＳやＡＩの技術は個々の技術として、存在していたもののそれらを組み合わせ
ることで、本市の抱えている課題解決の一歩となった。

まだ、課題として写真の画角やＡＩの精度向上等はあるが、 協力会社と調整を進
めながら、より効果的な下水道の維持管理を目指し、取り組んで参ります。
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応募事例の概要
○ MMS（モービルマッピングシステム）車両を用いてマンホール蓋の写真データを収集、AIを用いて

収集した写真から型式を判定を行う。本取組みにより、老朽化したマンホール蓋を特定し、インフラ
施設の維持管理を効率化することで、事故を未然に防止し、安全なまちづくりを目指す。

【新技術を導入したマンホール蓋の調査】
〈協力会社 NTT東日本（（株）NTTーME）、日之出水道機器（株）〉
従 来 ：市の職員や委託事業者が現地に出向き、マンホール蓋の調査を行い、更新の必要性に

ついて判断をしているため、多くの時間とコストがかかっており、効率的な調査方法の確立が
課題の一つとなっている。

新技術 ：①ＭＭＳを用いてマンホール蓋の 写真データを収集する。
②収集した写真データをAIを用いて、マンホール蓋の表面情報から交換が必要な
マンホール蓋の判定を行う。

調査コスト（人件費等）の縮減例 従来1000箇所 3,000箇所実施可能
従来と同一期間内、同一価格で調査可能！


